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１号様式                

 記録者 事務局次長兼議事調査係長 齊藤 美穂  

 

広報、広聴常任委員会記録 

                        

招集年月日 
令和６年２月８日（木） 

招集の場所 
議員控室 

開会 
午前１０時２０分 

出席者 

委員長    村松 秀雄   副委員長   平吹 俊雄 

委 員    吉田 二郎   委 員     山岸 三男 

委 員    柳田 政喜   委 員     藤田 洋一 

委 員    櫻井 功紀   委 員     鈴木 惠悦 

委 員    前原 宏   委 員     佐野 善弘 

議 長    鈴木 宏通 

欠席者 
委 員    赤坂 芳則 

委 員    伊藤 牧世 

職務のため出

席した者の職

氏 名 

事務局長  佐藤 俊幸 

事務局次長兼議事調査係長 齊藤 美穂 

事務局主事 佐藤 理子 

協議事項 

１）委員長の選任について 

２）副委員長の選任について 

３）分科会の構成について 

 

 

その他 

なし 

閉会 
午前１０時５４分 
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２号様式  協議の経過  

 開会 午前１０時２０分 

佐藤事務局長 皆さん大変ご苦労様でございます。広報、広聴常任委員会を開催させて

いただきます。 

まず、委員長の選任を行いますが、委員長が選任されるまでの間、年長

の委員に臨時の委員長を行っていただきます。出席委員中、藤田委員が年

長でございますので、臨時の委員長をお願いいたします。藤田委員、委員

長席へお願いいたします。 

藤田委員 ただいま事務局から紹介されました、年長委員の藤田洋一です。本委員

会の委員長選任までの職務を行いますので御協力をお願いいたします。 

ただいまの出席委員は１１名であります。これより会議を開きます。 

本常任委員会の委員長の選任を行います。 

お諮りします。本常任委員会の委員長の選任については、どのような方

法で行ったらよろしいか、委員各位のご意見をいただきたいと思います。 

（「はい」の声あり） 

 議長。 

鈴木議長 本委員会の委員長につきましては、私の提案を申し上げます。委員長に

は副議長の村松委員に委員長としての責をお願いしたいと思います。 

藤田委員 ただいま、議長から本委員会委員長には村松副議長を推薦するという発

言がありました。お諮りします。ご異議ございませんか。（「異議なし」の

声多数あり） 

異議なしということでありますので、村松委員を委員長に選任すること

に決定いたしました。 

御協力に感謝を申し上げ、委員長と交代します。 

村松委員長  ただいま、委員長に選任されました村松秀雄でございます。それでは座

って会議を進めさせていただきます。 

 それでは、副委員長の選任に入りたいと思います。お諮りいたします。

本常任委員会の副委員長の選任について、どのような方法で行ったらよろ

しいか、委員各位のご意見をいただきたいと思います。 

（「はい」の声あり） 

 はい、櫻井委員。 

櫻井委員 副委員長には、やはり女房役であります信頼された方がいいと思います

ので、委員長から指名することに一任いたします。 

村松委員長  ただいま櫻井委員より、委員長への一任ということでございました。そ

の他ご意見ございますでしょうか。（「なし」の声多数あり） 

 それでは、委員長に一任していただくということで決しました。 

 これから分科会の希望を取りまして、広報の部分と、広聴の部分とに分

けたいと考えております。当て職という形になりますけれども、広聴の分

科会委員長が副委員長になっていただきたいと思っております。いかがで
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しょうか。（「広聴ね」の声あり） 

 どなたになるか分かりませんが、２つの分科会の今から希望を取りまし

て、委員長のほうで整理をさせていただきたいと思います。広聴分科会で

委員長になられた方を副委員長に充てたいと考えております。よろしくお

願いします。 

平吹委員  広報と広聴で偏る場合があると思うんですが。 

村松委員長  分科会の構成についてですが、どのように決めたらいいのかお尋ねをし

たいと思います。平吹委員からはどのような方法で決めるのかという御意

見がありましたが、いかがいたしましょうか。（「はい」の声あり） 

 櫻井委員。 

櫻井委員  広報６名、広聴６名、各委員から希望を取って、その後委員長のほうで

区分けをお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

村松委員長  その他ご意見ありますか。（「はい」の声あり） 

 吉田委員。 

吉田委員  今日２名ほど欠席の委員がおりますけれども、その２名の方の意向はど

のように取り扱うのか。 

村松委員長 その部分は委員長権限でさせていただきたいと思います。 

他にありますか。（「はい」の声あり） 

 はい、柳田委員。 

柳田委員  １つ委員長にお願いしたいと思います。これから希望を取って委員長判

断で割り振りすると思いますが、広報分科会は各常任委員会を大体同じよ

うな人数を割り振ることによって、記事に対する配慮だったりあったと思

います。今回の割り振りにもある程度考慮していただきたいというお願い

でございます。よろしくお願いいたします。 

村松委員長  分かりました。そのように配慮させていただきます。 

 それでは、いろいろ意見をいただき希望を取るということにいたしたい

と思います。振り分けについては委員長にご一任いただくということでお

願いを申し上げます。 

 これより暫時休憩いたしますので、お手元の希望調書を委員長までご提

出願います。各委員の希望を考えながら分科会を決定させていただきたい

と思います。なお、欠席者につきましては委員長判断とさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

 では、暫時休憩します。 

 休憩 午前１０時３０分 

再開 午前１０時４０分 

村松委員長 再開します。 

ただいま、皆さんのご希望を拝見しながら広報分科会、広聴分科会と分

けさせていただきました。委員長は分科会委員のほうを辞退させていただ

きまして、その代わりとして議長に入っていただくと。一文には議長は辞
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退することができると書いておりますが、権利を行使するのは議長でござ

いますので、議長が分科会に入るでよろしいということになりましたの

で、私と議長の部分を交代させていただくという形でいかがでしょうか。 

柳田委員。 

柳田委員 今の委員長の提案というのは、各作業部会に委員長が入るのではなく

て、代わりに議長が入るということですか。議長が入って最終的に報告を

受けるのは議長ですが、委員長が両作業部会を公平に見ることができる立

場になれるということでよろしいですか。 

村松委員長 そのとおりです。 

柳田委員 わかりました。最終的には議長が報告を受ける立場なのでその部分は今

後、検討していっていただきたいんですが、委員長が両作業部会を公平に

見れるということは、今の体制の中ではいいことだと思いますので賛成い

たします。 

村松委員長 新しい部分でございますので、今後改良の部分があれば、随時いい方に

変えていきたいと考えております。 

では、よろしいでしょうか。（「はい」の声あり） 

皆様から頂きました調書でございますが、大変苦労いたしましたが委員

長の一任とさせていただきましたので、よろしくご理解をお願いいたしま

す。 

広報分科会につきましては、赤坂芳則委員、伊藤牧世委員、山岸三男委

員、吉田二郎委員、鈴木惠悦委員、前原 宏委員。 

広聴分科会につきましては、平吹俊雄委員、柳田政喜委員、藤田洋一委

員、櫻井功紀委員、佐野善弘委員、鈴木宏通議長でございます。以上と決

まりましたのでよろしくお願い申し上げます。 

なお、また休憩を取りまして各分科会の正副を決めていただきたいと思

います。 

前原委員。 

前原委員 分科会の正副を決めるにあたりまして、広報分科会のほうが２名欠席な

のですがどのように決めたらいいか教えていただきたいと思います。 

村松委員長 ６名中４名の出席で過半数ですので、欠席の委員からは委員会に一任さ

れるというお話がありましたので、４名の皆さんで決定されて構わないと

思います。 

広報は小会議室、広聴はこの場で分科会の委員長、副委員長の選任をお

願い申し上げます。 

休憩します。 

 休憩 午前１０時４５分 

再開 午前１０時５１分 

村松委員長 再開いたします。 

ただいま、広報分科会、広聴分科会を開催していただきまして、委員長、
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副委員長の選任をいただきました。 

報告いたします。広報分科会委員長は伊藤牧世委員、副委員長には鈴木

惠悦委員。広聴分科会につきましては、委員長平吹俊雄委員、副委員長は

柳田政喜委員に決定いたしました。 

広報、広聴常任委員会の副委員長には広聴分科会委員長を充てるという

ことにいたしましたので、平吹俊雄委員を広報、広聴常任委員会の副委員

長としてお願いをいたします。 

以上でございます。 

それでは閉会の挨拶を平吹副委員長お願いします。 

平吹副委員長 広報、広聴常任委員会、新しく発足いたしました委員会でございます。

範囲が大変広いことになっております。これから美里町議員の進化が発揮

される年になってくると思いますので、皆さん全員でもって委員会を進め

てまいりたいと思っておりますし、委員長を支えて皆さんの御協力を得な

がら進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 閉会 午前１０時５４分 

 

 

 会議の経過を記載して相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

令和６年２月８日 

 

広報、広聴常任委員会 

 

委員長                    


